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Prof. Dr. Alfred Toth 

Polykontexturale semiotische Automaten als Abbildungstypen II 

1. Im Anschluß an Teil I (vgl. Toth 2019) geben wir hier die über 

Z2,3 = ((w.x), (y.z)) 

mit 

 .1 .2 .3 

1. 1.1 1.2 1.3 

2. 2.1 2.2 2.3 

erzeugbaren 6 mal 6 = 36 in der Form von Abbildungen (x → y) → z darstell-

baren polykontexturalen semiotischen CAs mit Farbbelegungen der Werte 

wieder (vgl. Kaehr 2015). 

2.1. 0-Abbildungen 

(█ → █) → █ 

(█ → █) → ██ 

(█ → █) → ██ 

(█ → █) → ███ 

(█ → █) → ███ 

(█ → █) → ███ 

 

(█ → ██) → █ 

(█ → ██) → ██ 

(█ → ██) → ██ 

(█ → ██) → ███ 

(█ → ██) → ███ 

(█ → ██) → ███ 
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(█ → ██) → █ 

(█ → ██) → ██ 

(█ → ██) → ██ 

(█ → ██) → ███ 

(█ → ██) → ███ 

(█ → ██) → ███ 

 

(█ → ███) → █ 

(█ → ███) → ██ 

(█ → ███) → ██ 

(█ → ███) → ███ 

(█ → ███) → ███ 

(█ → ███) → ███ 

 

(█ → ███) → █ 

(█ → ███) → ██ 

(█ → ███) → ██ 

(█ → ███) → ███ 

(█ → ███) → ███ 

(█ → ███) → ███ 

 

(█ → ███) → █ 

(█ → ███) → ██ 

(█ → ███) → ██ 

(█ → ███) → ███ 
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(█ → ███) → ███ 

(█ → ███) → ███ 

 

2.2. 00-Abbildungen 

(██ → █) → █ 

(██ → █) → ██ 

(██ → █) → ██ 

(██ → █) → ███ 

(██ → █) → ███ 

(██ → █) → ███ 

 

(██ → ██) → █ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

 

(██ → ██) → █ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 
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(██ → █) → █ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

 

(██ → ███) → █ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

 

(██ → ███) → █ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

 

2.3. 01-Abbildungen 

(██ → █) → █ 

(██ → █) → ██ 

(██ → █) → ██ 
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(██ → █) → ███ 

(██ → █) → ███ 

(██ → █) → ███ 

 

(██ → ██) → █ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

 

(██ → ██) → █ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ██ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

(██ → ██) → ███ 

 

(██ → ███) → █ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 
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(██ → ███) → █ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

 

(██ → ███) → █ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ██ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

(██ → ███) → ███ 

 

2.4. 000-Abbildungen 

(███ → █) → █ 

(███ → █) → ██ 

(███ → █) → ██ 

(███ → █) → ███ 

(███ → █) → ███ 

(███ → █) → ███ 

 

(███ → ██) → █ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ██ 
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(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

 

(███ → ██) → █ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 
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(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 

2.5. 001-Abbildungen 

(███ → █) → █ 

(███ → █) → ██ 

(███ → █) → ██ 

(███ → █) → ███ 

(███ → █) → ███ 

(███ → █) → ███ 

 

(███ → ██) → █ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

 

(███ → ██) → █ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ██ 
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(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 



10 
 

2.6. 012-Abbildungen 

(███ → █) → █ 

(███ → █) → ██ 

(███ → █) → ██ 

(███ → █) → ███ 

(███ → █) → ███ 

(███ → █) → ███ 

 

(███ → ██) → █ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

 

(███ → ██) → █ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ██ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

(███ → ██) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 
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(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

 

(███ → ███) → █ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ██ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 

(███ → ███) → ███ 
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